
経
済
産
業
省

○

令
第
三
号

環

境

省

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、

及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
六
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「

法
」
と
い
う
。
）
及
び
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
五
年
政
令
第
四

十
五
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
再
資
源
化
事
業
計
画
に
添
付
す
べ
き
書
類
）
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第
二
条

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
再
資
源
化
事
業
計
画
の
認
定
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ

る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二

申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し

三

法
第
十
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
区
域
が
、
第
五
条
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

四

申
請
者
及
び
法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
が
第
六
条
第
一
号
イ
及
び
ロ
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

五

申
請
者
及
び
法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
が
法
第
十
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
ト
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

六

当
該
申
請
に
係
る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
収
集
又
は
運
搬
の
用
に
供
す
る
施
設
が
第
六
条
第
二
号
イ
及
び
ロ
に
適

合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

七

当
該
申
請
に
係
る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
処
分
（
再
生
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
用
に
供
す
る
施
設
が
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い
う
。
）
第
八

条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
る
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場
合
に
は
、
当
該
施
設
に
係
る
同
法
第
八
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
（
同
法
第
九
条
第
一
項

又
は
第
十
五
条
の
二
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

に
よ
る
許
可
）
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

八

当
該
申
請
に
係
る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
処
分
の
用
に
供
す
る
施
設
が
第
六
条
第
三
号
イ
、
ロ
、
ニ
及
び
ホ
に
適

合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

当
該
申
請
に
係
る
再
資
源
化
事
業
と
し
て
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
使
用
（
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
全
部
又

九
は
一
部
を
、
小
型
電
子
機
器
等
の
全
部
又
は
一
部
と
し
て
再
度
使
用
し
、
又
は
販
売
す
る
者
に
有
償
又
は
無
償
で
譲
渡
す

る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
再
使
用
が
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
行
政
庁
の
許
可
、

認
可
そ
の
他
の
処
分
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
処
分
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し

十

破
砕
、
選
別
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
に
含
ま
れ
る
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
銅
、
金
、
銀
、

白
金
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
高
度
に
分
別
し
て
回
収
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（
再
資
源
化
事
業
計
画
の
記
載
事
項
）

第
三
条

法
第
十
条
第
二
項
第
十
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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一

当
該
申
請
に
係
る
再
資
源
化
事
業
に
お
い
て
認
定
後
一
年
間
に
処
理
さ
れ
る
見
込
み
の
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
数

量
二

当
該
申
請
に
係
る
再
資
源
化
事
業
に
お
い
て
廃
棄
物
処
理
法
第
六
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準

又
は
同
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
に
適
合
し
な
い
処
理
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
生

活
環
境
に
係
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
講
ず
る
こ
と
と
す
る
措
置

三

法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
の
住
所
及
び
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

（
再
資
源
化
事
業
の
内
容
の
基
準
）

第
四
条

法
第
十
条
第
三
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
引
取
り
か
ら
処
分
が
終
了
す
る
ま
で
の
一
連
の
行
程
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

二

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
か
ら
密
閉
形
蓄
電
池
（
密
閉
形
鉛
蓄
電
池
（
電
気
量
が
二
百
三
十
四
キ
ロ
ク
ー
ロ
ン
以
下
の

も
の
に
限
る
。
）
、
密
閉
形
ア
ル
カ
リ
蓄
電
池
又
は
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
を
い
い
、
機
器
の
記
憶
保
持
用
の
も
の
を
除
く
。

）
、
蛍
光
灯
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
及
び
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
以
下
「
密
閉
形
蓄
電
池
等
」
と
い
う
。
）
を
技
術
的
か
つ
経

済
的
に
可
能
な
範
囲
で
回
収
し
、
当
該
密
閉
形
蓄
電
池
等
の
処
理
を
自
ら
行
う
か
、
又
は
当
該
処
理
を
業
と
し
て
行
う
こ
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と
が
で
き
る
者
に
当
該
密
閉
形
蓄
電
池
等
を
引
き
渡
す
こ
と
。

三

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
か
ら
フ
ロ
ン
類
（
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
フ
ロ
ン
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
技
術
的

か
つ
経
済
的
に
可
能
な
範
囲
で
回
収
し
、
当
該
フ
ロ
ン
類
の
破
壊
を
自
ら
又
は
他
人
に
委
託
し
て
適
正
に
行
う
こ
と
。

四

破
砕
、
選
別
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
に
含
ま
れ
る
鉄
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
銅
、
金
、
銀
、

白
金
、
パ
ラ
ジ
ウ
ム
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
高
度
に
分
別
し
て
回
収
し
、
当
該
回
収
に
よ
り
得
ら
れ
た
物
（
以
下
「
回
収

物
」
と
い
う
。
）
に
含
ま
れ
る
次
に
掲
げ
る
資
源
の
再
資
源
化
、
熱
回
収
（
回
収
物
の
全
部
又
は
一
部
で
あ
っ
て
燃
焼
の

用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
又
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
を
熱
を
得
る
こ
と
に
利
用
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
又
は

安
定
化
（
以
下
「
再
資
源
化
等
」
と
い
う
。
）
を
自
ら
行
う
か
、
又
は
当
該
再
資
源
化
等
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
者
に
当
該
回
収
物
を
引
き
渡
す
こ
と
。

イ

鉄

ロ

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

ハ

銅
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ニ

金

ホ

銀

ヘ

白
金

ト

パ
ラ
ジ
ウ
ム

チ

セ
レ
ン

リ

テ
ル
ル

ヌ

鉛

ル

ビ
ス
マ
ス

ヲ

ア
ン
チ
モ
ン

ワ

亜
鉛

カ

カ
ド
ミ
ウ
ム

ヨ

水
銀

タ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
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五

個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
個
人
情
報

の
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

六

再
資
源
化
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
他
人
に
委
託
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
委
託
す
る
業
務
の
範
囲
及
び
委
託
す
る
者

の
責
任
の
範
囲
が
明
確
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
委
託
先
の
監
督
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
が

適
正
に
行
わ
れ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

七

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
使
用
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
が
適
正
に
動
作
す
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
再
使
用
を
適
正
に
行
う
こ
と
。

八

再
資
源
化
事
業
の
実
施
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

（
区
域
の
基
準
）

第
五
条

法
第
十
条
第
三
項
第
二
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
同
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
区
域
が
、
次
に
掲
げ
る

い
ず
れ
か
の
区
域
（
第
三
号
に
掲
げ
る
区
域
に
あ
っ
て
は
、
当
該
区
域
の
人
口
密
度
が
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
千
人

未
満
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
全
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

一

北
海
道
、
北
海
道
及
び
青
森
県
又
は
北
海
道
、
青
森
県
及
び
秋
田
県
若
し
く
は
岩
手
県
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二

沖
縄
県
、
沖
縄
県
及
び
鹿
児
島
県
又
は
沖
縄
県
、
鹿
児
島
県
及
び
熊
本
県
若
し
く
は
宮
崎
県

三

三
以
上
の
隣
接
す
る
都
府
県
（
沖
縄
県
を
除
く
。
）

（
法
第
十
条
第
三
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
六
条

法
第
十
条
第
三
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

申
請
者
及
び
法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
の
能
力
に
係
る
基
準

イ

再
資
源
化
事
業
を
的
確
に
行
う
に
足
り
る
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

再
資
源
化
事
業
を
的
確
に
、
か
つ
、
継
続
し
て
行
う
に
足
り
る
経
理
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

二

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
収
集
又
は
運
搬
の
用
に
供
す
る
施
設
に
係
る
基
準

イ

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
が
飛
散
し
、
及
び
流
出
し
、
並
び
に
悪
臭
が
漏
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
運
搬
車
、
運
搬
船
、

運
搬
容
器
そ
の
他
の
運
搬
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

積
替
施
設
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
が
飛
散
し
、
流
出
し
、
及
び
地
下
に
浸
透
し
、

並
び
に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
施
設
で
あ
る
こ
と
。

三

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
処
分
の
用
に
供
す
る
施
設
に
係
る
基
準
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イ

第
四
条
第
四
号
イ
か
ら
タ
ま
で
に
掲
げ
る
資
源
の
再
資
源
化
等
そ
の
他
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
処
分
に
適
す
る

施
設
で
あ
る
こ
と
。

ロ

運
転
を
安
定
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
適
正
な
維
持
管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ

廃
棄
物
処
理
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
に
係
る
同
法
第
八
条
第
一
項
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
許
可
（
同
法
第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
の
二
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
許
可
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ

保
管
施
設
を
有
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
搬
入
さ
れ
た
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
が
飛
散
し
、
流
出
し
、
及
び
地
下

に
浸
透
し
、
並
び
に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
施
設
で
あ
る
こ
と
。

ホ

携
帯
電
話
端
末
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
並
び
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
漏
え
い
の

防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
施
設
で
あ
る
こ
と
。

（
認
定
証
）

第
七
条

主
務
大
臣
は
、
法
第
十
条
第
三
項
の
認
定
若
し
く
は
法
第
十
一
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
し
た
と
き
又
は
同
条
第
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二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
認
定
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す

る
。

一

認
定
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
収
集
を
行
う
区
域

四

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
処
分
の
用
に
供
す
る
施
設
の
所
在
地

五

法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

並
び
に
そ
の
者
が
行
う
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
の
別

（
表
示
等
）

第
八
条

認
定
事
業
者
等
は
、
運
搬
車
を
用
い
て
当
該
認
定
に
係
る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
と
き

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
運
搬
車
の
外
か
ら
見
や
す
い
よ
う
に
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
認
定
に
係
る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
収
集
又
は
運
搬
の
用
に
供
す
る
運
搬
車
で
あ
る
旨

二

認
定
番
号
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三

当
該
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称

２

認
定
事
業
者
等
は
、
運
搬
車
を
用
い
て
当
該
認
定
に
係
る
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
と
き
は
、

当
該
運
搬
車
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に

よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
を
い
い
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
に
限
る
。
）
を
備
え
付
け
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
者
が
認
定
計
画
に
記
載
さ
れ
た
法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
る
旨

二

運
搬
先
の
事
業
場
の
名
称
、
所
在
地
及
び
連
絡
先

（
変
更
に
係
る
認
定
の
申
請
）

第
九
条

法
第
十
一
条
第
一
項
の
変
更
に
係
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
変

更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
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二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

変
更
後
の
処
理
の
開
始
予
定
年
月
日

（
変
更
の
認
定
を
要
し
な
い
軽
微
な
変
更
）

第
十
条

法
第
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
十
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
者
に
係
る
変
更
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

氏
名
又
は
名
称
の
変
更

ロ

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
収
集
又
は
運
搬
を
行
う
者
の
変
更
で
あ
っ
て
、
委
託
し
て
行
わ
せ
る
業
務
の
範
囲
及
び

委
託
す
る
者
の
責
任
の
範
囲
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の

二

法
第
十
条
第
二
項
第
七
号
に
掲
げ
る
施
設
の
変
更

三

法
第
十
条
第
二
項
第
八
号
に
規
定
す
る
施
設
の
変
更
（
保
管
施
設
に
係
る
変
更
に
限
る
。
）

（
軽
微
な
変
更
の
届
出
）
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第
十
一
条

法
第
十
一
条
第
二
項
の
届
出
は
、
そ
の
実
施
の
日
の
十
日
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を

主
務
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
変
更
を
伴

う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

変
更
後
の
処
理
の
開
始
予
定
年
月
日

（
氏
名
等
の
変
更
の
届
出
）

第
十
二
条

法
第
十
一
条
第
三
項
の
届
出
は
、
当
該
変
更
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書

を
主
務
大
臣
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
変
更
を

伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
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二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

変
更
の
内
容

四

変
更
の
理
由

五

変
更
の
年
月
日

（
廃
止
の
届
出
）

第
十
三
条

認
定
事
業
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
再
資
源
化
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
主
務
大
臣
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
事
業
者
が
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
引
取
り
を
拒
め
る
正
当
な
理
由
）

第
十
四
条

法
第
十
二
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
正
当
な
理
由
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
引
取
り
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
引
取
り
に
よ
り
当
該
認
定
事
業
者
等
が
行
う
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
適
正
な
保

管
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
。

三

当
該
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
引
取
り
の
条
件
が
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
に
係
る
通
常
の
取
引
の
条
件
と
著
し
く
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異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四

当
該
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
引
取
り
が
法
令
の
規
定
又
は
公
の
秩
序
若
し
く
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。

（
報
告
）

第
十
五
条

認
定
事
業
者
は
、
毎
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
そ
の
年
の
三
月
三
十
一
日
以
前
の
一
年
間
に
お
け
る
当
該
認
定
に

係
る
再
資
源
化
事
業
の
実
施
の
状
況
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

認
定
の
年
月
日
及
び
認
定
番
号

三

次
に
掲
げ
る
数
量
又
は
重
量

イ

当
該
一
年
間
に
引
き
取
っ
た
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
数
量

ロ

当
該
一
年
間
に
引
き
取
っ
た
携
帯
電
話
端
末
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
並
び
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
数
量

ハ

当
該
一
年
間
に
回
収
し
た
密
閉
形
蓄
電
池
等
の
数
量
及
び
フ
ロ
ン
類
の
重
量
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ニ

当
該
一
年
間
に
使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
資
源
化
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
資
源
の
種
類
ご
と
の
重
量

ホ

使
用
済
小
型
電
子
機
器
等
の
再
使
用
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
再
使
用
を
行
っ
た
小
型
電
子
機
器
等
の
全
部
又

は
一
部
の
種
類
ご
と
の
数
量

（
権
限
の
委
任
）

第
十
六
条

法
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
認
定
事
業
者
等
の
事
務
所
、
工
場
、

事
業
場
又
は
倉
庫
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
環
境
大
臣
が
自
ら
そ

の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

法
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
は
、
認
定
事
業
者
等
の
事
務
所
、
工
場
、
事

業
場
又
は
倉
庫
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
に
委
任
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
自
ら
そ
の

権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

第
十
七
条

法
第
十
七
条
第
二
項
の
証
明
書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

附

則
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こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別記様式
表 面

第 号

１７条第２項の規定使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律第

による立入検査をする職員の身分証明書

３センチメートル

↑ 職名及び氏名

４

写 押セ

ン 出

チ ス 年 月 日生

メ タ

ンー

ト 真 プ 年 月 日交付

ル

↓ 発 行 者 名 印

裏 面

使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律（抄）

第十七条 主務大臣は、この法律の施行に必要な限度において、その職員に、認定事業者等の事務所、工場、事業場又は

倉庫に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査させることができる。

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人に提示しなければならない。

３ 第一項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。

第十九条 この法律における主務大臣は、環境大臣及び経済産業大臣とする。

２ 略

第二十条 この法律に規定する主務大臣の権限は、主務省令で定めるところにより、地方支分部局の長に委任することが

できる。

第二十一条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。

一 略

二 第十七条第一項の規定による検査を拒み、妨げ、又は忌避した者

２ 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し、前項の違反行

為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しても、同項の刑を科する。

（備考） １ この用紙の大きさは、日本工業規格Ｂ８とする。

環境大臣若しくは地方環境事務所長又は経済産業大臣若しくは経済産業局長２ 発行者は、

とする。


